
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村

―
―

ス
リ
ラ
ン
カ
農
村
問
題
の
歴
史
的
背
景
―
―

は
じ
め
に

一
般
に
第
二
世
界
に
お
け
る
今
日
の
農
村
問
題
は
、
西
欧
資
本
主

義
諸
国
に
よ
る
植
民
地
統
治
を
契
機
と
し
て
、
農
村
が
貨
幣
経
済
に

巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
起
囚
し
て
い
る
。
金
融
機
関
が
未
発
達
な
農

村
で
は
、
借
金
は
高
利
貸
し
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
抵

当
流
れ
に
よ
る
土
地
無
し
農
民
が
増
加
し
、
彼
ら
は
小
作
農
や
農
業

労
働
者
に
転
化
し
て
い
っ
た
。　
一
方
こ
の
よ
う
な
情
況
は
土
地
の
買

取
り
や
植
民
地
政
府
の
税
政
策
と
あ
い
ま

っ
て
、
土
地
は
商
人
や
富

農
、
旧
領
主
層
の
手
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
地
主

・
小
作
関
係

が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
近
代
化
過
程
で
都
市
の
工
場
に
多

く
の
農
村
人
口
を
吸
収
し
て
き
た
日
本
と
違

っ
て
、
大
部
分
の
第
二

世
界
の
諸
国
で
は
農
業
以
外
に
生
活
の
手
段
を
見
い
出
す
こ
と
は
む

ず
か
し
い
。
こ
う
し
て
農
村
で
は
、
過
剰
人

口
、
土

地

不

足
、
負

キ
ャ
ン
デ
イ
王
国
の
農
村

（渋
谷
）

渋

谷

刀「」

雄

債
、
貧
困
と
い
っ
た
問
題
が
累
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
石
営

ス
リ
ラ
ン

わ
棟
鳴
諜
醐
蒔
藩
”
嚇
靴
が
社
会
を
震
感
さ
せ
た
で
き
事
は
、
わ
れ

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
植
民
地
経
済
体
制
の
も
と
で
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
稲
作
を
主
と
し
た
伝
統
的
な
農
村
経
済
と
別
個
に
発
展
し

て
き
た
。
家
族
労
働
や
村
人
の
間
の
共
同
労
働
が
行
な
わ
れ
て
き
た

シ
ン
ハ
ラ
農
村
は
、
河
谷
に
位
置
す
る
。
そ
れ
に
対
し
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
と
移
民
労
働
な
ド
よ
っ
て
山
や
丘
陵

の
尾
根
づ
た
い
に
開
か
れ
て
い
っ
た
。
と
は
い
え

一
九
世
紀
半
ば
以

降
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
飛
躍
的
発
展
と
貨
幣
経
済
の
展
開
は
、

農
民
の
階
層
分
化
を
促
進
し
、
農
村
の
社
会
経
済
構
造
に
重
大
な
変

化
を
引
き
起
し
た
。
土
地
は
し
だ
い
に
不
在
地
主
の
手
に
集
中
す
る

よ
う
に
な
り
、
刈
分
け
小
作
が
広
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
農
民
の
間
で
も
畑
地
や
焼
畑
で
、
商
品
作
物
と
し

て

コ
ー

ヒ

ー
、

コ
コ
椰
子
、
ア
レ
カ
ナ
ッ
ト
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
の
栽
培
が
行

十
十一ｉ一■
■
■
志
討
ず
キ

一
車
献
軒
糾
＝
筆
革
斗
鉢
耕
雛
部
鋼
罰
邸
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な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
農
村
の
都
市
化
は
ま
だ
あ
ま

り
進
行
し
て
い
な
い
。
農
村
で
は
今
日
で
も
し
ば
し
ば
共
同
体
の
論

理
が
個
人
の
論
理
に
優
先
し
、
親
族
の
絆
が
人
々
の
生
活
に
と

っ
て

重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
今
日
の
農
村
問
題
を
理

解
す
る
上
で
、
歴
史
的
背
景
と
し
て
植
民
地
以
前
の
農
村
の
社
会
経

済
構
造
と
、
そ
の
変
容
過
程
の
考
察
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代

（
一
五
九

一
―

一
八

一
五
）
の

農
村
の
社
会
経
済
構
造
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た

め
に
主
に
土
地
制
度
、
親
族
組
織
お
よ
び
カ
ー
ス
ト
制
の
関
連
に
つ

い
て
素
描
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
文
書
に
よ
る
記
録
を
あ
ま
り
残
さ

な
い
当
時
の
農
村
の
社
会
経
済
構
造
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

資
料
的
に
大
き
な
制
約
が
あ
る
が
、
人
類
学
者
に
よ
る
農
村
調
査
報

（
４
）

告
は
豊
か
な
資
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

伝
説
に
よ
る
と
、
紀
元
前
六
世
一杷
ご
ろ
ア
ー
リ
ア
系
の
シ
ン
ハ
ラ

人
が
北
イ
ン
ド
か
ら
こ
の
島
に
移
任
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼

ら
は
先
住
者
の
ヴ

ェ
ッ
ダ
族
や
ド
ラ
ブ
ィ
ダ
人
と
融
合
し
、
や
が
て

北
部
乾
燥
地
帯
の
ア
ス
ラ
ダ
プ
ラ
を
中
心
に
古
代
国
家
を
形
成
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
紀
元
前
三
世
紀
に
は
、
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
が
伝
え

ら
れ
、
巨
大
な
仏
教
寺
院
や
王
官
が
建
設
さ
れ
、
中
国
と

ロ
ー

マ
を

結
ぶ
海
上
貿
易
の
中
継
地
と
し
て
も
栄
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
イ

ン
ド
か
ら
の
タ
ミ
ル
人
の
侵
入
に
よ
る
戦
争
や
内
部
抗
争
を
く
り
返

し
な
が
ら
も
、　
〓
二
世
紀
こ
ろ
ま
で
こ
の
地
域
は
も

っ
と
も
人
口
が

集
中
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ
か
ら
ポ

ロ
ナ
ル
ワ

ま
で
、　
ニ
ワ
ト
リ
が
人
家
の
屋
根
づ
た
い
に
歩
い
て
行
く
こ
と
が
で

（
５
）

き
る
と
い
う
た
と
え
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
繁
栄
を
支
え
た
の
は
、
大
小
の
貯
水
池
や
水
路
に
よ
る
大
規

模
な
灌
湖
施
設
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が

一
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
北
部
乾

燥
地
帯
の
シ
ン
ハ
ラ
人
は
、
続
々
と
西
南
部
の
湿
潤
地
帯
に
移
住
す

る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
気
候
の
変
化
、
地
味
の
低
下
、

タ
ミ
ル
人
の
圧
迫
、　
了
フ
リ
ヤ
の
蔓
延
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
明
ら
か

ル ワ

岬

翠

＼

ジャフナ

|

湿潤地帯 ′′

?lp10押マイル

■‐一一 キャンディ王国領

―――――降水量75インチの線

ヌ
ト
ラチ八フ
°
ラア

／／

／
′

、

、

一スン。い
パ
＼ヽ、　抑
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で
は
な
い
。
こ
の
移
住
の
結
果
、
遺
棄
さ
れ
た
灌
漑
施
設
や
耕
地
は

荒
廃
し
、
小
さ
な
貯
水
池
を
伴

っ
た
小
村
落
が
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に

点
在
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。
北
部
乾
燥
地
帯
は
、
現
在
で
は
も

っ
と

も
人
日
の
希
薄
な
地
域
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

一
六
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
や
っ
て
き
た
頃
、
こ
の
島
に
は
北

部
の
ジ
ャ
フ
ナ
王
国

・
西
部
の
コ
ッ
テ
王
国
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
に

分
立
し
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
や
が
て
ジ
ャ
フ
ナ
王
国
と
コ
ッ

テ
王
国
を
直
接
支
配
下
に
置
く
よ
う
に
な

っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、

ま
た

一
六
五
八
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
駆
逐
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
も
、

主
な
関
心
は
、
肉
桂
、
宝
石
、
真
珠
な
ど
の
貿
易
の
独

占

に
あ

っ

た
。
と
く
に
肉
桂
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
莫
大
な
利
益
を

（
７
）

も
た
ら
し
た
。　
一
七
九
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
と

っ
て
か
わ

っ
た
イ
ギ

リ
ス
も
、
当
初
の
目
的
は
肉
桂
と
軍
事
基
地
の
確
保
で
あ

っ
た
。
こ

れ
ら
西
欧
列
強
は
海
岸
地
帯
を
統
治
し
、
独
自
の
徴
税
制
度
を
し
い

た
リ
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
を
行

っ
た
が
、
伝
統
的
な
シ
ン
ハ
ラ

社
会
に
対
す
る
影
響
は
限
定
的
な
も
の
で
あ

っ
高
ぃ

ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
支
配
の
及
ば
な
い
内
陸
部
で
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ

王
国
が
独
立
を
保

っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
二
は
超
自
然
的
な
力
を
も

つ
と
さ
れ
、
豊
饒
儀
礼
を
取
行

っ
た
。
ま
た
王
は
全
上
の
所
有
者
と

さ
れ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
室
政
府
を
中
心
に
二

一
の
行
政
区
に
分
け
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
は

一
二
の
デ
ィ
サ
ー
ブ

ァ
ネ
ー

（ら
【綸
苺
活
）
と

九
つ
の
ラ
タ

（器
付じ

か
ら
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
王
の
権
限
の
代
行

キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村

（渋
谷
）

者
と
し
て
デ
ィ
サ
ー
ヴ

ァ

（い
【輸
く
じ
、
ラ
テ
ー

，
マ
ハ
ト
マ
ヤ

ー

（母
市ω
Ｂ
い
ｒ
単
ヨ
増
Ｓ

が
任
命
さ
れ
、
司
法
行
政
、
徴
税
の
任
に
あ

た

っ
て
い
た
。
任
期
は
た
て
ま
え
上

一
年
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
再

（
９
）

任
さ
れ
世
襲
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
行
政
区
内
は
い
く
つ
か
の
コ
ー
ラ
レ
ー

（汗
留
い
卜０

に

区
分
さ
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
パ
ッ
ト
ゥ
Ｇ
Ｄ
一言
）
に
区

分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
代
官
が
お
か
れ
た
。
パ

ッ
ト
ゥ
は
最
小
の
行
政

単
位
で
、
約
十
数
力
村
を
含
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
方
官
吏
や
政

府
官
僚

（
た
と
え
ば
宰
相
や
都
の
警
察
長
官
）
は
、
報
酬
と
し
て
特

定
の
村
か
ら
の
徴
税
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
国
家
機
構
を
も

っ
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
は
、　
一
八

一

五
年
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
侵
攻
ま
で
存
続
し
た
。
こ
の
た

め
海
岸
地
帯
が
早
く
か
ら
貨
幣
経
済
に
接
し
て
西
欧
化
が
進
行
し
た

の
に
対
し
い
内
陸
部
で
は
今
日
で
も
伝
統
的
な
文
化
を
多
く
残
し
て

（
１１
）

い
る
と
い
わ
れ
る
。

註

⌒【１
）

こ
れ
ら
の
点
は
、
歴
史
学
や
経
済
学
の
分
野
か
ら
多
く
の
研
究

者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
松
井
透
、
山

崎
利
男
編

『
イ
ン
ド
史
に
お
け
る
土
地
制
度

と
権
力
構
造
』
、
東

大
出
版
会
、　
一
九
六
九
年
。
滝
川
勉
編

『
東
南
ア
ジ
ア
の
農
業

・

農
村
問
題
』
、
亜
紀
書
房
、　
一
九
七
一
年
。
大
野
盛
雄
編
著

『
ア

ジ
ア
の
農
村
』、
東
大
出
版
会
、　
一
九
六
九
年
。
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（
２
）

一
九
七

一
年
四
月
に
政
府
が
非
常
事
態
宣
言
に
よ
っ
て
人
民
解

放
戦
線
の
幹
部
を
逮
捕
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
十
万
人
の
農
村
青

年
が
蜂
起
し
た
。
反
乱
は
ニ
カ
月
後
に
鎮
圧
さ
れ
た
。

こ
の
反
乱
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、
社
会
学
的
な
視
点
か
ら

分
析
し
た
、
〇
　
〇
汗
ヽ
格
百
る
。
へあ
ｏ
コ
ｏ
ｏ
ｏ
３
３
ｏ
ユ
∽
ｏ
ｐ
津
①

∽

Ｏ
命
】
卿
一
　
口
・い
ｏ
デ
∞
【
ｏ
●
ヨ
０
∽
　
Ｏ

〔
　

”
ゴ
①
　

卜
，
ｏ
「
ユ

　

【
ｃ
対
岸
　

】
淳
∽
●
ヽ
∞
Ｏ
ｐ
Ｏ
く

一コ
　
∽
【
一
Ｆ
ゆ
ｏ
戸
い

（
０
の
く
一ｏ
ユ
▼
ｔ
　
ヽ
ｓ
ヽ
ヽ
ドヽ
ミ
　
Ｓ
、
■
５
津
中
晩
晋
ミヽ
もヽ
Ｐ

呂

増

中
瑠
卜

が
あ

る
。

（
３
）

一
人
四
〇
年
代
以
降
南
イ
ン
ド
か
ら
の
移
民
が
急
増
し
、
初
期

に
は
コ
ー
と
―
園
の
、
後
に
茶
園
の
主
要
な
労
働
力
と
な
っ
た
。

古
く
か
ら
島
の
北
部
に
移
住
し
た
タ
ミ
ル
人
と
区
別
し
て
、
彼
ら

は
イ
ン
ド

・
タ
ミ
ル
人
と
呼
ば
れ
る
。

（
４

）

こ

こ

で

は

、

①

口

刃

Ｈ
８ヽ

津

】

杓
ミ

』
ヽ
せ

Ｆ

ｏ
い
日

耳

こ

鳩

Ｃ

Ｄ
一く

句
【
の
ｙ

Ｓ

段

　

②

ｏ

ｏ
汗

将

∽
井

ｏ
Ｓ

い
ミ

ヽ

ヽ
さ

ミ

ミ

き
や　
ミ
ミヽ
ヘヽ
い
へ　
Ｑ
セヽ
ｓヽ
ヽ
】
の
い
ヨ
げ
ユ
い
∞
●　
Ｃ
淳
４キ
　
『
【ｏ
∽Ｐ
　
岸ｃ
Ｏ
ド

③

Ｚ

く
い
】ヨ
ロ
）
Ｓ
ミ
母

き
も
的
ｏ
哨
ヽ
や
Ｓ

Ｃ
，
Ｆ

ｏ
～
０
い
Ｔ

ｈ
Ｏ
【
つ
４
ｐ

円
「
命
秘

）

】
ｏ
Ｏ
ド

　

（
）

ぞ
Ｆ

刃

ｏ
げ
【
ｐ
∽
Ｏ
Ｐ

杓

８

・
持

持

や
ヽ

晩
ヽ
市

ヽ
６
中
ヽヽ

‐ヽ
Ｓ

せ
ヽ

ヽ

Ｑ

ぎ

中
ヽ
い
ヽ
ヽ
い

後
ヽ
ヽヽ
ヽ
卜申
ヽ
も
ち
ヽ

く

ヽ
ヽ
ヽ
的
や

０

い
日

げ
ユ

い
∞
●

Ｃ
ｐ
Ｆ

町
「命
のＰ

心
ぶ

　

①
の
調
査
年
度
は

一
九
五
四
年
。
調
査

地
は
ノ
ー
ス
・
セ
ン
ト
ラ
ル
州
プ
ル
エ
リ
ヤ

（円
ュ

田
】一く
じ
。
②

一
九
六

一
年
。
サ
ウ
ザ
ン
州
マ
ダ
ガ
マ

（呂
＆
溜
Ｄ
日
じ
。　
③

一

九
五
四
十
五
五
年
。
セ
ン
ト
ラ
ル
州
テ
ル
テ
ン
ネ
（弓
ｏ置
活
”
思
）
。

④

一
九
六
二
十
六
三
年
、　
一
九
六
七
年
。
セ
ン
ト
ラ
ル
州
モ
ラ
ピ

テ
ィ
ヤ

（Ｉ
ｑ
Ｓ
ま
将
）
。

（
５
）

口
　

戸
く
い
Ｐ
　

Ｑ
へ申“
へ
　
」ヽ
　
単
き

ミ
も
ヽ

　ヽ
Ｑ
ミ
蛇
き
さ
　
刃
●
置
ｑ
∽

一Ｇ
ヨ
すく
　
ヽ
「
ｏ
∽
Ｐ
　
淳
ｏ
い
Ｐ
　
ｏ
　
や
ｏ
Ｎ

ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ
に
は
紀
元
前
三
世
紀
か
ら
紀
元
十
世
紀
ま
で
、

ポ
ロ
ナ
ル
ワ
に
は
十
世
紀
か
ら
二
三
世
紀
の
間
王
都
が
置
か
れ

た
。

（
６

）

Ｃ

ュ

Ｆ

ｏ
ｈ

Ｏ

ｏ
と

ｏ
Ｐ

ｔ電

」
資

Ｇ
ヽ
】

や
ヽ

Ｑ

ミ
】

き

ド

く

ユ

Ｆ

円

営

一

【Ｆ

（
７
）

永
積
昭

『
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
』
、
近
藤
出
版
社
、　
一
九

七

一
年
。

（
８
）

Ｃ
ュ
く
　
ｏ
ヽ
Ｏ
・と
ｏ
Ｐ

ｏ
ｏ
　
∩
吾
】
く
ユ
　
呂
Ｆ

ｏ
　
●
■
ｌ
ｏ時

（
９
）

ラ
タ
は
デ
ィ
サ
ー
ヴ
ァ
ネ
ー
よ
り
も
や
や
領
域
の
規
模
が
小
さ

く
、
ほ
と
ん
ど
が
首
都
の
周
辺
に
集
中
し
て
い
た
。
デ
ィ
サ
ー
ヴ

ァ
の
中
に
は
か
な
り
の
勢
力
を
も
ち
王
に
対
抗
す
る
者
も
い
た
。

ま
た
遠
隔
地
の
場
合
に
は
中
央
の
権
力
が
あ
ま
り
及
ば
ず
、
し
ば

し
ば
半
独
立
状
態
に
あ
っ
た
。

（
１０
）
　
刃
　
可
一●ュ
Ｐ
　
い
ヽヽ
や
ｓ
もヽ』Ｑ　
晩
ｓｓ」ヽ

　ヽ
〇

いヽ
ヽ
さ
」や
ｓ
ま
ｓヽ
）
円
の【い
・

い
●申
中く
い
　ヽ
い０
り
Ｏ

（
１１
）

今
日
で
も
し
ば
し
ば
低
地
シ
ン
ハ
ラ
人
、
高
地
シ
ン
ハ
ラ
人
と

し
て
言
及
さ
れ
る
。

一
、
土
地
制
度

シ
ン
ハ
ラ
語
で
は
村
を
ガ

マ
命
ｐ
日
じ

と
呼
び
、　
一
定
の
耕
地
と

居
住
地
お
よ
び
居
住
者
か
ら
な
る
社
会
を
意
味
す
る
。
村
の
経
済
は

稲
作
が
中
心
で
、
畑
や
焼
畑
で
の
果
物
、
雑
穀
、
野
菜
の
栽
培
が
そ

れ
に
加
わ
る
。
ま
た
村
の
周
囲
の
森
林
や
荒
蕪
地

は
、
焼

畑

の

用
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地
、
牛

・
水
牛
の
放
牧
地
、
薪

・
肥
料
の
供
給
地
、
新
村
の
建
設
地

と
し
て
重
要
で
あ

っ
た
。
高
地
で
は
水
田
は
河
谷
に
ひ
ら
か
れ
、
出

腹
に
も
棚
田
が
発
達
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
天
水
ま
た
は
簡
単
な
堰

で
河
川
か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
。
耕
作
の

過
程
で
は
ア
タ
ン
↑
ホ市営
）
と
呼
ば
れ
る
互
恵
的
労
働
交
換
が
広
く

行
な
わ
れ
て
い
た
。
北
部
の
乾
燥
地
帯
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
支

配
も
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
の
支
配
も
ほ
と
ん
ど
及
ば
な
い
地
域
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
稲
作
は
貯
水
池
灌
湖
に
依
存
し
、
カ
イ
ヤ
律
増
中ヽ

）

と
呼
ば
れ
る
互
恵
的
労
働
チ
ー
ム
に
よ
る
共
同
労
働
が
行
な
わ
れ
て

（
１
）

い
た
。

こ
の
時
代

の
村
は
徴
税
権
者
の
違

い
に
よ
り
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ

（
２
）

に
分
け
ら
れ
る
。

側
　
ガ
バ
ダ
ー
ガ
マ

（命
掛
＆
斜
仲
コ
じ

政
府
の
直
轄
地
で
、
ほ
と
ん
ど
が
首
都
の
周
辺
に
集
中
し
て
い
た
。
耕

地
の
一
定
区
画

（
ム
テ
ッ
ト
ウ
コ
ュ
青
付ご

と
呼
ば
れ
る
直
営
地
）
が
村

内
の
農
民
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
た
。
そ
の
収
穫
物
は
、
国
庫
収
入
、
王
や

王
族
の
収
入
、
デ
ィ
サ
ー
ヴ
ァ
の
報
酬
に
あ
て
ら
れ
た
。

０
　
ニ
ン
ダ
ガ
マ

（Ｚ
【，
魯
堀
ヨ
じ

王
が
勲
功
の
あ
っ
た
者
や
官
位
保
有
者
に
対
し
て
報
酬
と
し
て
徴
税
権

を
与
え
た
村
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
徴
税
権
者
の
直
営
地
が
村
人
に
よ
っ
て

耕
作
さ
れ
た
。
ニ
ン
ダ
ガ
マ
を
最
終
的
に
廃
止
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た

（
・）
）

の
は
、　
一
九
六
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。

０
　
ブ
ィ
ハ
ー
ラ
ガ
マ

（く
≡
脚
】ｐ∞
ｐ
ヨ
Ｄ
）
と

デ
ー
ヴ

ァ
ー

ラ
ガ

マ

キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村

（渋
谷
）

（∪
御
く
脚
Ｆ
∞
Ｄ
Ｂ
Ｄ
）

王
が
仏
教
寺
院

（＜
手
辞
じ

や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院

Ｑ
野
出
じ

に
対
し

て
施
与
し
た
村
で
あ
る
。
や
は
り
直
営
地
が
村
民
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
、

収
穫
物
は
寺
院
の
収
益
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
ガ
バ
ダ
ー
ガ
マ
や
エ
ン
ダ

ガ
ク
の
場
合
と
違
っ
て
、
工
に
対
す
る
税
や
賦
役
の
義
務
は
免
除
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
寺
領
地
は
今
日
で
も
存
続
し
て
お
り
、
土
地
改
革
の
課

（
４
）

題
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
の
村
で
も

一
定

の
直
営
地
が
あ
り
、
残
り

の

部
分
は
村
民
に
よ

っ
て
保
有
さ
れ
た
。
各
村
落
内
の
耕
地
制
の
構
成

（
５
）

は
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

働
　
徴
税
権
者
の
直
営
地

（
ム
テ
ッ
ト
ゥ
）

ａ
　
　
ニ
ン
ダ
　
ム
テ
ッ
ト
ゥ

（ｐ
Ｆ
い
い
日
Ｅ
市府
市付６
）

先
祖
伝
来
の
土
地
を
保
有
す
る
ニ
ラ
カ
ー
ラ
ヤ

曾
計
汗
帥
Ｓ
，

将
）
と
呼
ば
れ
る
農
民
に
よ
っ
て
、
徴
税
権
者
の
た
め
に
耕
作

さ
れ
る
土
地
。

ｂ
　
ア
ン
デ
　
ム
テ
ッ
ト
ゥ

（い
ｏ
い
ｏ
日
Ｆ
市府
辞
０
）

徴
税
権
者
が
、
没
収
、
贈
与
、
購
入
な
ど
に
よ
っ
て
獲
得
し

た
土
地
。
耕
作
者
は
収
穫
物
の
半
分
を
徴
税
権
者
に
納
め
る
。

０
　
パ
ラ
ヴ

ェ
ニ
　
パ
ン
グ

（０
営
い
君
ュ

●
営
∞
じ

ニ
ラ
カ
ー
ラ
ヤ
の
保
有
地
で
、
耕
作
権
が
永
続
的
に
保
有
さ

れ
る
。
居
住
地
に
附
随
す
る
畑
地
や
焼
畑
も
含
ま
れ
る
。

農
民
は
直
営
地
の
耕
作
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
世
襲
的
に
土
地
を



史
　
　
苑

（第
二
十
七
巻
第
二
号
）

保
有
し
た
。
土
地
の
他
の
保
有
形
態

と

し

て

は
、　
マ

ル
ウ

ェ
ナ

（ヨ
営
・
〓
８
じ

制
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
農
民
に
対
し
て

一
耕
作
期

の
み
の
耕
作
権
が
与
え
ら
れ
た
。
実
際
に
は
何
年
間
も
ま
た
は
何
世

代
に
も
わ
た

っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
が
、
耕
作
者
に
は
世
襲
的
な
権

利
や
売
却
、
転
貸
は
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
今
日
広
く
行
な
わ
れ
て
い

る
刈
分
け
小
作
と
し
て
の
ア
ン
デ
ー

（営
尉
）
制
も
す
で
に
み
ら
れ

た
。
ま
た
土
地
を
抵
当
に
し
て
の
借
金
ウ
カ
ス

（●
汗
い
し

も
行
な
わ

れ
て
い
た
。
生
産
力
の
低
い
土
地
や
焼
畑
で
は
収
穫
物
の
十
分
の

一

が
納
め
ら
れ
、
こ
れ
は
オ

ッ
ト
ゥ

（ｏ
一言
）
と
呼
ば
れ
た
。

ま
た
農

民
の
間
で
は
、
耕
作
者
や
耕
地
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
タ
ッ

ト
ゥ
マ
ー
ル

（一”
一言
日
留
じ

制
も
行
な
わ
れ
て
い
た（屯

た
て
ま
え
上
、
工
が
全
上
の
所
有
者
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

す
べ
て
の
臣
民
は
三
に
対
す
る
賦
役
の
義
務
が
課
さ
れ
た
。
こ
れ
は

ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ

（品
」洋
脚
すヽ
じ

と
呼
ば

れ

た
。
土

地

台

帳

合
御
汗
ｐ
コ
日
ユ
）
に
は
村
ご
と
に
耕
地
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
保
有
者
が

登
録
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
徴
税
権
者
に
対
す
る
土
地

保
有
者
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
の
内
容

は
、
官
職
の
地
位
や
カ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
様
々
で
あ

っ
た
。
農
民
に

従
）
て
の
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
は
、
次
の
二
つ
の
義
務
で
構
成
さ
れ

Ｚ

つ

。

□
　
穀
物
税

０
　
非
常
時
の
兵
役

０
　
徴
税
権
者
に
対
す
る
賦
役

（道
路
建
設
、
運
搬
、
直
営
地
の

耕
作
、
サ
ー
ビ
ス
・
カ
ー
ス
ト
の
場
合
は
世
襲
的
な
役
割
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

以
上
の
よ
う
に
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
は
、
土
地
保
有
権
と
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
た
。
宮
吏
は
そ
の
職
務
に
対
す
る
報
馴
と
し
て
、
特
定

の
村
の
直
営
地
か
ら
の
収
益
や
村
人
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
徴
収
す
る

権
利
が
与
え
ら
れ
た
。
官
吏
に
対
す
る
農
民
の
賦
役
も
王
に
対
す
る

間
接
的
な
奉
仕
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
義
務
を
果
す
こ
と
に
よ
っ
て
土

地
保
有
権
が
認
め
ら
れ
た
。
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
は
人
に
附
随
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
土
地
に
附
随
し
て
い
る
の
で
、
義
務
を
果
せ
な

い
者
は
そ
の
土
地
の
保
有
権
を
喪
矢
す
る
。
土
地
の
売
買
や
贈
与
の

暢
皓
が
鞭
導
韓
中
懐
鞭
韓
軸
懐
的
地
鞠
前
却
帥
ス す
晦
時
抑
つ ジ
中
随
御

の
内
容
が
異
な
る
の
で
、
洗
濯
人
カ
ー
ス
ト
が
耕
作
し
て
い
た
土
地

を
上
位
の
ゴ
イ
ガ

マ
・
カ
ー
ス
ト
が
耕
作
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。
土
地
を
保
有
し
な
い
者
の
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
は
軽
い
も
の

作
庁
瑠
勘
鞠
鵜
伽
的
傷
毅
鴎
中
巾
特
靴
。
保
有
権
を
失

っ
た
者
は
小

そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
税
の
徴
収
や
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
の
組
織
者
と

し
て
の
役
割
を
果
し
た
の
は
、
ガ

マ
ラ
ー
ラ

（郷
コ
営
出
じ

で
あ

つ

た
。　
一
カ
村
に
二
、
二
人
お
り
、
そ
の
報
酬
と
し
て
彼
ら
の
土
地
は

他
の
村
人
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
た
。
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タ
ン
バ
イ
ア
（■
者
■

，
い
日
デ
オト】じ

は
土
地
に
対
す
る
権
利
に
つ

い
て
、

「
個
人
で
は
な
く
村
落
が
、
そ
し
て
の
ち
に
は
家
族
が
土
地

の
保
有
者
で
あ
っ
た
。
家
族
は
基
同
で
耕
作
す
る
土
地
を
割
当
て
ら

れ
た
。
あ
る

一
定
の
土
地
は
村
に
所
属
し
、
共
同
で
保
有
さ
れ
、
放

（
１０
）

牧
地
ま
た
は
他
の
共
通
の
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
」
と
、
保
有

の
共
同
体
的
な
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
村
落
の
成
員
権
と

土
地
保
有
権
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
ピ
ー
リ
ス

（押

Ｐ
ｑ
【ｏ）
が
次
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
農
民
の
間
に
土
地
に
対

す
る
強
い
執
着
が
あ

っ
た
。

彼
ら
は
、
年
に
三
カ
月
の
間
家
族
を
離
れ
て
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
の
た

め
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

保
有
地
を
保
持
す
る
た
め
に
人
々
を
駆
立
て
る
何
か
が
あ
っ
た
。
先
祖
伝

来
の
財
産
に
対
す
る
執
着
は
驚
く
ほ
ど
強
く
、
人
々
は
と
く
に
彼
ら
の
ナ

マ
　
ガ
マ
（呂
コ
ｐ
堀
コ
じ
―
―
そ
こ
か
ら
耕
地
と
家
族
の
名
前
が
由
来

（
１１
）

し
て
い
る
―
―
を
失
う
こ
と
を
嫌
っ
た
。

土
地
は
経
済
的
な
安
定
を
保
障
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
威
信

や
地
位
の
確
保
に
も
重
要
で
あ

っ
た
。
土
地
を
保
有
し

な

い
人

々

は
、
小
作
農
に
な
る
か
あ
る
い
は
農
業
労
働
者
と
し
て
耕
作
に
た
ず

さ
わ
り
、
報
酬
と
し
て
収
穫
物
の

一
部
を
受
け
取
っ
た
。
彼
ら
の
中

に
は
村
の
奉
行
人
と
し
て
、
上
位
カ
ー
ス
ト
が
不
浄
と
み
な
す
仕
事

に
従
事
し
た
者
も
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
、
村
の
は
ず
れ
や

（
・２
）

町
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村

（渋
谷
）

こ
の‐
よ
う
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
上
地
を
め
ぐ
る
植
利
関
係…

は
、
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
や
カ
ー
ス
ド
制
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ

た
。注

（
１
）

語
源
は
ア
タ
ン
が
シ
ン
ハ
ラ
語
、
カ
イ
ヤ
が
タ
ミ
ル
語
で
共
に

「手
」
を
あ
ら
わ
し
、
手
間
替
え
を
意
味
す
る
。
今
日
で
も
各
地

で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）

ヵ
　
句
村
ュ
Ｐ

ｏ
も
　
の
≡
こ

句
仰
ユ

弓
〓
ｏ
　
　
呂

ゴ
Ｆ

均
い
ヨ
ｇ
伸
Ｆ

∽
４ｐ
ｒ
い
一Ｐ
Ｆ
い
く
の
ｐ
ｐ
い

Ｏ
●
∽
”ｏ
呂
あ
▼　
Ｏ
ｏ
】ｏ
呂
予
ｏ
〉

い
ｃ
ｏ
∞
）
０
ず
ｐ
【▼

Ｘ
【く

（
３
）

中
村
尚
司

「
セ
イ
ロ
ン
の
農
業
水
利
と
植
民
地
支
配
」
、
『
ア
ジ

ア
の
灌
湖
農
業
』
、　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
所
内
資
料
、　
一
九
七
三

年
八
月
。

（
４
）
　
ョ
Ｆ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
・【い
市”
ｐ
い
卜中ヽ
ヽ
哨
や
ヽヽ
ヽヽ
も
ヽ
どヽｏ
い
き
ヽヽ
こ
や
ヽ
ミ
ぃ
へヽ
ヽヽ
ミ

カ
Ｓ
Ｓ
・ヽヽ
ヽ
き

晩
と

い
へ卓ヽ
い卜
や
】

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
所
内
資
料
、

一
九
七
五
年
、
く
ヵ
均

の
ｑ
４２
）
Ｚ
ｐ

毬
）
甲

ｏ
トー
態

（
５

）

■

電

　

弓

Ｐ
呂

耳

脚
Ｆ

ｏ
コ
　

命
腎

】

や

岸
ｏ
ω
１

５

ド

（
６
）

オ
ベ
ー
セ
ー
ケ
ラ
（〇
　
〇
汗
ヽ
∽津
ｏ呂
）
に
よ
る
と
、
タ
ッ
ト

ウ
マ
ー
ル
制
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
と

い
う
。　
一
つ

は
、
共
通
の
先
祖
を
も
つ
親
族
集
団
の
間
で
行
な
わ
れ
る
耕
作
地

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
成
員
は

一
耕
作
期
ご
と
に
持
分
権

に
応
じ
て
異

っ
た
区
画
を
耕
作
す
る
。
も
う

一
つ
の
タ
イ
プ
は
、

相
続
人
の
間
で
分
割
さ
れ
る
に
は
狭
す
ぎ
る
土
地
に
対
し
て
と
ら

れ
る
処
置
で
あ
る
。
共
同
保
有
者
は
、　
一
定
の
土
地
を

一
耕
作
期

ご
と
に
交
代
で
耕
作
す
る
。
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（
７
》

ヵ

句
軍
工

８
ム

Ｆ

ｏ

ｃ
ｗ

（
Ｑｏ
）
　
串げ
一い
こ
　
●
　
卜
り

（
９
）

Ｊ
こ
〉
０

鳴
１
３
ｏ

（
１０

）
　

■

歩
メ
■

↓

Ｄ
呂

げ
Ｆ

Ｆ

ｏ
ｐ

命
Ｆ
ｔ

，
　

卜
い
ド

（
１１
）

刃
　
勺
村
ュ
Ｐ

ｏ
ｏ
　
命
吾
】
ｏ
　
ｃ
∞

（
・２

）
　

申■

す
や

日

い
ヨ

げ
ま
Ｆ

ｏ
甲
　
命
汗

。
や
　
岸
ω
仰

二
、
親
族
組
織
と
カ
ー
ス
ト

婚
姻
は
親
族
組
織
の
形
成
や
財
産
相
続
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
お

り
、
村
落
の
社
会
経
済
構
造
の
中
で
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
。

シ
ン
ハ
ラ
人
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
法
学
者
、
社
会
学
者
、
人
類
学

者
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
結
婚
と
蓄
妾
と
が
判
然
と
し
な
い
と
し
て

（
１
）

括
級
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
結
婚
は
人
生
に
お
け
る

一
時
的
な
定

め
」
と
す
る
考
え
方
や
、
相
続
の
あ
り
方
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

富
裕
な
人
々
や
身
分
の
高
い
人
々
の
間
で
は
、
入
念
か
つ
盛
大
な

婚
姻
儀
礼
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し

一
般
に
は
き
わ
め
て
簡
素
な
形

で
行
な
わ
れ
、
式
を
行
な
わ
な
い
こ
と
も
少
く
な
か

っ
た
。
も

っ
と

も
普
通
に
み
ら
れ
た
形
は
、
花
婿
が
布
を
持

っ
て
二
、
三
人
の
付
添

人
と
花
嫁
の
家
に
行
く
。
花
嫁
は
そ
の
布
を
身
に
つ
け
、
花
婿
や
付

添
人
と
と
も
に
花
婿
の
家
に
行
く
。
こ
れ
ら
の
段
取
り
は
、
前
も

っ

て
星
占

い
に
よ

っ
て
吉
兆

の
時

日
が
選
ば
れ
て
い
る
と

い
う
も

の
で

（３
）

あ

っ
た
。

キ

ィ
ン
デ
ィ
慣
習
法
で
は
、
男
女
が
夫
と
妻
と
し
て
共
に
生
活
す

る
な
ら
ば
婚
姻
と
し
て
有
効
で
、
彼
ら
の
間
に
生
れ
た
子
供
は
財
産

を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら

一
般
に
適
法
と
さ
れ

る
婚
姻
は
、
次
の
よ
う
な
視
定
に
そ
っ
て
い
た
。

□
　
配
偶
者
は
、
同
じ
カ
ー
ス
ト
、
ま
た
は
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
の

成
員
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
上
位
カ
ー
ス
ト
の
男
性
と
下
位
カ
ー

ス
ト
の
女
性
と
の
間
の
婚
姻
は
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
子
供
は

父
親
か
ら
財
産
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
カ
ー
ス
ト
は
継

承
で
き
な
か

っ
た
。

０
　
男
性
か
ら
み
た
場
合
、
娘
、
姉
妹
、
オ
バ
と
の
婚
姻
は
禁
じ

ら
れ
て
い
る
。
義
理
の
姉
妹
や
分
類
上
の
メ
イ
、
分
類
上
の
母
の

姉
妹
は
婚
姻
が
許
さ
れ
た
。
ま
た
平
行
イ
ト
コ
は
避

け

ら

れ

た

が
、
交
叉
イ
ト
コ
と
の
婚
姻
―
―
第

一
に
母
方
の
オ
ジ
の
娘
、
次

に
父
方
の
オ
バ
の
娘
―
―
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た
。

０
　
配
偶
者
同
士
は
、
明
確
な
夫
婦
関
係
を
形
成
す
る
意
志
を
も

っ
て
生
活
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
婚
姻
儀
礼
に
よ
っ
て

立

証

さ

れ

る
。
儀
礼
な
し
の
婚
姻
の
場
合
、
花
婿
ま
た
は
そ
の
家
族
か
ら
異

議
が
出
な
け
れ
ば
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

四
　
両
親
や
親
族
の
承
諾
。
身
分
の
あ
る
者
は
王
の
承

諾

が

必

要
。
恋
愛
結
婚
は
ま
れ
で
、
婚
姻
は
普
通
親
同
士
の
間
で
取
決
め

-110-
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ら
れ
、
い
か
な
る
場
合
で
も
両
親
と
親
族
の
承
諾
が
必
要
で
あ

っ

た
。
こ
れ
ら
の
承
諾
を
無
視
し
て
婚
姻
を
強
行
す
る
な
ら
ば
、
財

産
相
続
権
を
剣
奪
さ
れ
、
カ
ー
ス
ト
や
村
か
ら
も
追
放
さ
れ
た
。

身
分
の
あ
る
者
は
王
の
承
諾
が
必
要
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
支
配

層
の
純
潔
を
保
持
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
、

南
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
人
の
慣
習
と
同
様
、
シ
ン
ハ
ラ

人

の
間

で

は
、
交
又
イ
ト
コ
と
の
婚
姻
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
男

か
ら
み
た
場
合
、
母
の
兄
弟
の
娘
と
の
婚
姻
が
も

っ
と

も

望

ま

し

く
、
次
に
父
の
姉
妹
の
娘
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
親
族
名
称
の
分
類
方

法
と
対
応
し
て
い
る
。
妻
の
父
と
母
の
兄
弟
、
父
の
姉
妹
と
妻
の
母
、

交
叉
イ
ト
コ
と
妻
の
兄
弟
姉
妹
、
兄
弟
姉
妹
と
平
行
イ
ト
コ
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
同

一
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
同
世
代
の

者
は
、
す
べ
て
兄
弟
姉
妹
か
交
叉
イ
ト
コ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る

（図
２
参
照
）
。
交
又
イ
ト
コ
婚
と
い
っ
て
も
当
然
分

類

上

の
交
叉
イ
ト
コ
を
含
ん
で
お
り
、
一擁
制
的
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
。

交
又
イ
ト
ヨ
同
士

で
あ
れ
ば
身
近
な
親
族
で
あ
り
、
親
族
内
の
関
係

を
維
持
強
化
さ
せ
る
。
ま
た
カ
ー
ス
ト
や
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
の
境
界

を
犯
す
こ
と
が
な
く
、
財
産
も
親
族
内
に
保
持
す
る
こ
と

が

で
き

ブつ
。シ

ン
ハ
ラ
社
会
で
は
古
く
か
ら
身
分
に
関
係
な
く

一
妻
多
夫
婚
が

行
な
わ
れ
、
キ
ャ
ン
デ
イ
地
方
で
は

一
九
世
紀
ま
で
ひ
ろ
く
み
ら
れ

た
。
も

っ
と
も
普
通
に
行
な
わ
れ
た

一
妻
多
夫
婚
の
形
態
は
、
二
人

の
兄
弟
が

一
人
の
女
性
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か

し
夫
が
二
人
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
七
人
に
達
す
る

例
も
あ

っ
た
。
妻
が
夫
の
兄
弟
で
な
い
男
性
を
新
た
に
む
か
え
る
場

合
に
は
、
夫
の
承
諾
が
必
要
で
あ

っ
た
。　
一
妻
多
夫
婚

で

の
子

供

は
、
す
べ
て
の
夫
の
子
供
と
み
な
さ
れ
た
。
シ
ン
ハ
ラ
社
会
の

一
妻

多
夫
婚
は
、
遠
隔
地
の
焼
畑
耕
作
や
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
の
た
め
に

男
手
が
必
要
だ

（っ銑
こ
と
、
財
産
の
細
分
化
の
抑
制
な
ど
と
関
連
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
は
、　
一
八
五
九
年
の
婚
姻
法

（Ｋ
常

中ヽ崩
①

ｏ
＆
ま
営
ｏｐ

Ｚ
ｐ

Ｓ

ｏ
ｈ
冨
毬
）
に
よ

っ
て

一
妻
多
夫
婚
を
禁
じ
、

婚
姻
の
登
録
を
義
務
づ
け
た
。
し
か
し

一
九
五
〇
年
代
で
も
、
東
部

乾
燥
地
帯
の
山
間
部
で
は

一
妻
多
夫
婚
が
若
千
存
在
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
登
録
も
徹
底
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。）

婚
姻
に
は
居
住
や
財
産
相
続
の
方
法
の
違
い
か

ら
、
デ

ィ
ー

ガ

往
「∞
”
夫
方
居
住
）
婚
と
、　
ビ
ン
ナ

（げ
】Ｂ
Ｄ
岱

妻
方
居
住
）
婚
の

二
つ
の
形
態
が
あ
る
。
も

っ
と
も

一
般
的
で
か
つ
好
ま
れ
て
き
た
の

は
、
夫
方
居
住
婚
で
あ
る
。
花
嫁
は
花
婿
の
家
に
行
き
、
花
婿
の
親

族
の

一
員
と
な
る
。
花
嫁
は
元
の
親
族
の
成
員
資
格
を
失
い
、
父
親

の
土
地
に
対
す
る
相
続
権
は
放
棄
さ
れ
る
。
妻
方
居
住
婚
は
、
花
婿

が
花
嫁
の
家
に
行
き
、
花
嫁
の
親
族
の

一
員
と
な
る
形
で
あ
る
。
こ

の
場
合
女
性
は
父
親
の
土
地
を
分
配
さ
れ
る
。
新
夫
婦
は
花
嫁
の
両

親
と
同
居
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
が
、
夫
は
経
済
的
に
妻
の
親
族
に

―-112-一
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強
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
妻
方
居
住
婚
は
、
兄
弟
の
な
い
女
性

ま
た
は
い
て
も
ま
だ
幼
い
場
合
な
ど
に
と
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
夫

は
相
続
す
べ
き
財
産
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
者
が
多
く
、
家
族
内
の

地
位
は
非
常
に
低
く
か

っ
た
。
子
供
は
、
母
方
の
祖
父
か
ら
名
前
や

土
地
を
継
承
し
た
。

離
婚
は
容
易
に
行
な
わ
れ
、
普
通
夫
婦
間
の
合
意
に
も
と
づ
い
て

夫
が
妻
を
生
家
に
帰
ら
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
し
た
。
離
婚
に
際

し
て
、
妻
は
婚
姻
の
時
に
持
参
し
た
財
産
を
持
ち
返
え
る
こ
と
が
で

き
、
夫
婦
共
同
で
獲
得
し
た
財
産
は
分
割
さ
れ
た
。
生
家
に
も
ど

っ

た
女
性
に
対
し
て
、
両
親
や
兄
弟
は
彼
女
が
再
婚
す
る
ま
で
扶
養
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
妻
方
居
住
婚
の
場
合
、
妻
の
両
親
が

離
婚
に
関
し
て
強
い
権
限
を
持

っ
て
お
り
娘
の
承
諾
な
し
で
婿
を
追

放
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
シ
ン
ハ
ラ
社
会
の
親
族
組
織
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お

き

た

い
。
パ
ブ
ラ
Ｇ
営
●
】じ
は
、
英
語
の
訳
語
と
し
て
し
ば
し
ば
予
日
章

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
パ
ヴ
ラ
は
、
自
分
の
妻
を
さ
す
場
合

か
ら
、
妻
と
子
供
、
婚
姻
と
出
目
に
よ

っ
て
結
ば
れ
て

い

る

人

々

（
一
つ
の
村
の
範
囲
を
越
え
て
広
が

っ
て
い
る
）
を
含
み
、
元
来
非

（
６
）

常
に
幅
広
い
親
族
概
念
で
あ
る
。
パ
ブ
ラ
で
は
、
あ
る
男
か
ら
み
た

場
合
、
妻
の
兄
弟
や
妻
の
父
、
交
叉
イ
ト
コ
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ

て
き
た
。
村
人
の
生
活
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
家
族

や
パ
ブ
ラ
で
あ
る
。
し
か
し
婚
姻
関
係
は
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
全
体
に

キ
ャ
ン
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王
国
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農
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拡
大
さ
れ
る
可
能
性
を
も

っ
て
お
り
、
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
自
体
最
大

の
親
族
集
団
で
あ
る
。
双
系
的
な
血
縁
に
も
と
づ
く
サ
ブ

・
カ
ー
ス

ト
は
、
内
婚
制
に
よ
っ
て
地
縁
的
に
も
社
会
的
に
も
領
域
が
固
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
の
枠
内
で
、
パ
ブ
ラ
は

地
縁
的
に
も
社
会
的
に
も
比
較
的
流
動
的
な
集
団
と
し

て
存

在

す

る
。
こ
の
よ
う
に
親
族
組
織
は
、
構
造
的
に
カ
ー
ス
ト
制
と
う
ま
く

噛
み
合

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

カ
ー
ス
ト
内
に
は
こ
の
ほ
か
、
共
通
の
名
前
を
も
つ
ゲ
デ
ラ
や
ヴ

ァ
ー
サ
ガ

マ
と
呼
ば
れ
る
集
団
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
集
団
で
は
、

名
前
や
身
分
な
ど
が
父
系
的
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
ら
の
集
団
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
間
で
見
解
の
分
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ゲ
デ
ラ
に
つ
い
て
ラ
イ
ア
ン

（即

刃
将
じ

は
、

「
支
配
カ
ー
ス

ト
の
間
で
は
ゲ
舎
ｅ
の
名
前
は
、
し
ば
し
ば
出
身
地
と
同
様
ト
ー
テ

ム
と
関
連
す
る
吉
い
時
代
の
家
族
の
象
徴
を
意
味
し
て
い
る
。
…
…

低
い
カ
ー
ス
ト
の
場
合
そ
の
名
前
は
、
カ
ー
ス
ト
内
の
地
位
や
役
割

を
意
財
れ
て
い
る
」
と
、
カ
ー
ス
ト
内
の
身
分
集
団
と
し
て
把
握
し

て
い
る
。

リ
ー
チ

（〕
戸

Ｆ
８
酔
）
は
、
ゲ
デ
ラ
名
は
先
祖
が
保
有
し
た
耕

地
名
が
用
い
ら
れ
、
ヴ
ァ
ー
筋
サ
マ名
は
キ
ャ
ン
デ
イ
王
が
与
え
た

官
位
に
由
来
す
る
と
し
て
い
る
。

ヤ
ル
マ
ン
（Ｚ
・
く
単
日
営
）
の
報
告
に
よ
る
と
、
ゲ
デ
ラ
名
は
親
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族
集
団
を
示
唆
し
、
村
内
で
の
身
分
を
表
わ
し
て
い
る
。　
一
方
ヴ
ァ

ー
サ
ガ
マ
名
は
、
か
つ
て
の
貴
族
の
称
号
で
、
親
族
と
し
て
の
意
味

差
為
韓
「
静
ギ
に
か
珊
で
は
、
ヴ
ァ
‐
サ
ガ
マ
名
と
ゲ
デ
ラ
名
の
両

オ
ベ
ー
セ
ケ
ラ

（①
・
〇
汗
ヽ
り鮮
ｑ
じ

の
調
査
村
で
は
、
ヴ

ァ
ー

サ
ガ

マ
名
は
村
名
と
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
名
か
ら
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は

一
つ
の
村
が
、
そ
の
ま
ま
外
婚
的
な
父
系
親
族
集
団

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ヴ

ァ
ー
サ
ガ

マ
は
、
キ
ャ
ン

デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
ゲ
デ
ラ
と
類
似
す
る
と
し
て
い
私
屯

ロ
ビ
ン
ソ
ン

（堅
Ｆ
刃
ユ
】湯
目
）
の
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
の
集
団

は
異

っ
た
親
族
集
団
で
、
ゲ
デ
ラ
津呈
（通
の
名
前
と
威

信

を

保

持

し
、
か
つ
て
は
家
屋
敷
集
団
と
深
く
関
連
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
ヴ

ァ
ー
サ
ガ

マ
に
つ
い
て
は
、
王
が
与
え
た
官
位
に
出
来
し
、

常
ギ
リ
ス
の
爵
位
に
類
似
す
る
名
前
を
共
有
す
る
集
団

と

み

て

い

フつ
。以

上
の
見
解
は
、　
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
実
地
調
査
を
も
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
報
告
内
容
や
見
解
は
研
究
者
に
よ
っ
て
様
々
で
、

共
通
点
と
い
え
ば
、
名
前
や
身
分
の
共
有
と
そ
れ
の
父
系
的
継
承
だ

け
で
あ
る
。
一
九
世
紀
以
来
改
名
が
容
易
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、

名
前
に
よ
る
分
析
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
研

究
段
階
で
は
、
キ
ャ
ン
デ
イ
王
国
時
代
に
お
け
る
ゲ
デ
ラ
や
ヴ

ァ
ー

サ
ガ

マ
の
機
能
や
構
成
、
パ
ヴ
ラ
な
ど
他
の
親
族
組
織
と
の
構
造
的

連
関
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

財
産
の
相
続
は
、
婚
姻
や
規
族
集
団
の
形
成
と
密
接
に
関
連
し
て

お
り
、
村
落
内
で
の
人
の
社
会
的
、
経
済
的
存
在
を
左
右
す
る
。
と

く
に
土
地
相
続
は
も

っ
と
も
重
要
で
、
土
地
制
度
と
切
離
し
て
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

シ
ン
ハ
ラ
社
会
で
は
、　
一
般
に
無
遺
言
の
形
で
相
続

が

行

な

わ

れ
、
親
か
ら
子

へ
の
相
続
は
兄
弟
姉
妹
間
で
の
均
分
の
原
理
に
も
と

づ
い
て
い
た
。
財
産
は
、
夫
が
相
続
し
た
も
の
、
妻
が
相
続
し
た
も

の
、
夫
婦
共
同
で
獲
得
し
た
も
の
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
夫
は
実

質
的
に
家
族
全
体
の
財
産
を
管
理
す
る
が
、
妻
は
自
分
が
相
続
し
た

財
産
に
対
す
る
権
利
を
保
持
す
る
。
し
た
が
っ
て
子
は
、
財
産
を
父

と
母
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
相
続
し
た
。
タ
ン
バ
イ
ア
の
キ
ャ
ン
デ
イ
王
国

時
代
の
慣
習
法
に
関
す
る
見
解
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
亨額
）

何
　
母
親
の
財
産
は
、
夫
方
居
住
婚
、
妻
方
居
住
婚
に
関
係
な
く

兄
弟
姉
妹
間
で
等
し
く
分
割
さ
れ
る
。

側
　
父
親
の
財
産
は
、
兄
弟
と
未
婚
の
姉
妹
お
よ
び
妻
方
居
住
婚

の
娘
の
間
で
等
し
く
分
割
さ
れ
る
。
し
か
し
未
婚
の
姉
妹
の
権

利
は
、
夫
方
居
住
婚
に
よ
り
彼
女
が
夫
方

へ
移
る
と
同
時
に
放

棄
さ
れ
る
の
で
、　
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
。
大
方
居
住
婚
に
よ

り
婚
出
す
る
娘
は
、
普
通
動
産

（金
銭
や
宝
石
の
場

合

が
多

い
）
で
持
参
金
が
贈
ら
れ
る
。
息
子
の
場
合
は
、
妻
方
居
住
婚

で
ぁ
っ
て
も
相
続
権
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
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し
か
し
な
が
ら
人
類
学
者
に
よ
っ
て
、
以
上
の
タ
ン
バ
イ
ア
の
見

解
と
は
幾
分
異

っ
た
相
続
方
法
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ロ

ビ
ン
ソ
ン
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
悶別
の
【偶
モ
ラ
ピ
テ
ィ
ヤ

（マ
【ｏ
いヽｏ
中ユ
く
い
）

（
・５
）

の
事
例
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

ｏ
モ
ラ
ピ
テ
ィ
ヤ
に
お
け
る
伝
統
的
な
慣
習
で
は
、
父
親
の
財
産
は
息
子

へ
、
母
親
の
財
産
は
娘
へ
と
継
承
さ
れ
、
持
参
金
は
用
い
ら
れ
な
い
。
論

理
上
男
系
の
財
産
は
固
定
さ
れ
る
。
交
叉
イ
ト
ヨ
娘
の
慣
習
は
な
い
の
で

女
性
の
財
産
は
浮
動
す
る
。

ｏ
今
日
で
も
富
裕
者
の
間
で
は
、
こ
れ
ら
の
慣
習
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

一
方
ヤ
ル
マ
ン
は
、
同
じ
州
の
村
テ
ル
テ
ン
ネ
（弓
①こ
市留
思
）
の

事
例
で
、
富
裕
者
の
間
で
は
タ
ン
バ
イ
ア
が
指
摘
し
た
右
の
原
則
が

慣
習
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
ゴ

イ
ガ

マ
‘
カ
ー
ス
ト
内
の
最
上
位
の
サ
ブ

・
カ
ー

ス
ト
、
ラ

ダ

ラ

（刃
ゆ
針
】い
）
に
属
す
る

一
部
で
は
、
モ
ラ
ピ
テ
ィ
ヤ
と
類
似
す
る
慣

習
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
貧
し
い
者
の

間
で
は
婚
姻
に
際
し
て
持
参
金
も
婚
姻
儀
礼
も
な
く
、
妻

方

居

住

婚
、
夫
方
居
住
婚
に
関
係
な
く
両
親
の
財
産
が
そ
れ
ぞ
れ
兄
弟
姉
妹

間
で
均
分
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
ピ
ー
リ
ス
は
、　
ヨ

般
に
父
方
の
遺
産
は
息
子
の
間
で
分
割

さ
れ
、
長
子
に
対
す
る
唯

一
の
特
恵
は
、
父
親
の
死
に
際
し
て
家
長

満

序
つ
帥
つ
親
課

躍

諮

帳
行
牌

稚

碁

難
理

犠

キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村

（渋
谷
）

堀
詩
種
）
の
あ
る
土
断
」
と
、
キ
ヤ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
相
続
に
関

し
て
長
子
の
特
異
な
地
位
を
指
摘
し
て
い
る
。

ヤ
ル
マ
ン
と

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
提
示
し
た
事
例
は
比
較
的
最
近
の
も

の
で
あ
り
、
植
民
地
統
治
下
で
の
社
会
経
済
的
変
化
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
は
い
え
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
相
続
の
慣
習

の
中
に
す
で
に
多
様
性
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
そ

も
そ
も
こ
の
島
に
は
、
シ
ン
ハ
ラ
人
の
移
住
に
先
だ

っ
て
ヴ

ェ
ッ
ダ

族
や
ド
ラ
ブ
ィ
ダ
人
な
ど
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
後
の
南
イ
ン
ド
か

ら
の
移
住
者
を
包
括
し
て
、
シ
ン
ハ
ラ
社
会
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
慣
習
の
違
い
が
尾
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
身
分
や
富
裕
度
、
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
違
い
も
あ
り
う
る
。

兄
弟
姉
妹
間
の
均
分
が
基
本
原
則
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
達
成
す
る

方
法
は
様
々
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
時
代
の
相

続
の
慣
習
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
シ
ン
ハ
ラ
農
村
の
実
地
調
査
、

土
地
台
帳
や
訴
訟
記
録
な
ど
の
分
析
、
イ
ン
ド
の
成
文
法
や
慣
習
法

と
の
比
較
研
究
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

カ
ー
ス
ト
制
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
保
有
関
係
、
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー

リ
ヤ
、
親
族
組
織
と
の
関
連
で
あ
る
程
度
ふ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ

こ
で
少
し
立
入

っ
て
、
シ
ン
ハ
ラ
社
会
の
カ
ー
ス
ト
制
の
特
徴
に
つ

い
て
考
察
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

南
ア
ジ
ア
に
広
く
み
ら
れ
る
カ
ー
ス
ト
は
、
地
方
に
よ
り
、
時
代

に
よ
り
そ
の
数
も
地
位
も
多
様
で
、
シ
ン
ハ
ラ
社
会
内
部
で
も
各
カ



史
　
　
苑

（第
二
十
七
巻
第
二
号
）

―
ス
ト
が
均
質
的
に
配
分
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ン
ハ
ラ

社
会
の
カ
ー
ス
ト
制
は
、
構
造
的
に
は
南
イ
ン
ド
の
そ
れ
と
類
似
す

る
と
い
わ
れ
る
。
永
年
に
わ
た
る
南
イ
ン
ド
と
の
文
化
接
触
や
移
住

者
の
吸
収
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
カ
ー
ス
ト
制
を
批
判
し
た
仏
化

の
教
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ン
ハ
ラ
社
会
で
は
仏
教
が
カ
ー
ス
ト

（
・８
）

制
と
融
合
し
て
き
た
。

シ
ン
ハ
ラ
人
の
間
で
は
、
カ
ー
ス
ト
お
よ
び
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
を

意
味
す
る
言
葉
と
し
て
ジ
ャ
ー
テ
ィ

（』や
３
出
生
）
や
、　
ク

ラ

ヤ

分
宮
】増
い
色
）
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
に
対
し
て

は
か
つ
て
ヴ

ァ
リ
ガ

（ぷ

一ヽ母
）
と

い
う
言
葉
も
あ
り
、
北
部
乾
燥

地
帯
の

一
部
で
は
、　
一
九
五
〇
年
代
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

リ
ー
チ
が
報
告
し
て
い
る
。
シ
ン
ハ
ラ
社
会
の
カ
ー
ス
ト
制
の
特
徴

は
、　
一
カ
村

一
カ
ー
ス
ト
ま
た
は

一
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
の
傾
向
が
強

い
こ
と
で
、
と
く
に
北
部
乾
燥
地
帯
で
は
頭
著
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
ゴ
イ
ガ

マ
・
カ
ー
ス
ト
だ
け
の
村
や
洗
濯
人
だ
け
の
村
も
め
ず
ら

し
く
な
い
。

シ
ン
ハ
ラ
社
会
の
カ
ー
ス
ト
は
、
大
き
く
三
つ
に
区
分
で
き
る
。

倒
　
、コ
イ
ガ

マ
ー
ー
農
耕
カ
ー
ス
ト
。
最
上
位
で
最
大
の
規
模
を

も
つ
。
多
く
の
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
に
分
れ
て
い
る
。

０
　
サ
ー
ビ
ス

・
カ
ー
ス
ト
ー
ー

洗
濯
人
、
鍛
冶
屋
、
大
鼓
た
た

き
、
陶
工
、
肉
桂
製
造
者
、
漁
師
、
床
屋
な
ど
で
、
ゴ
イ
ガ

マ
に

奉
仕
す
る
。

０
　
サ
ー
ビ
ス

・
カ
ー
ス
ト
に
奉
仕
す
る
洗
濯
人
や
敷
物
製
造
者

な
ど
と
、
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
と
し
て
の
ロ
デ
ィ
ー
（刃
＆
申
乞
食
）
。

ゴ
イ
ガ

マ
は
、
字
義
か
ら
す
る
と
農
耕
カ
ー
ス
ト
を

意

味

す

る

が
、
農
民
だ
け
で
な
く
貴
族
や
官
吏
も
含
ん
で
い
た
。
サ
ブ

・
カ
ー

ス
ト
の
区
分
は
、
キ
ャ
ン
デ
イ
王
国
時
代
の
官
僚
制
と
密
接
に
関
連

し
て
い
た
の
で
、
今
日
で
も
キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
は
多
く
の
サ
ブ

・

カ
ー
ス
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
の

王
や
官
吏
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
、
地
方
に
較
べ
て
首
都

周
辺
で
は
多
種
の
カ
ー
ス
ト
が
集
中
し
て
い
た
。

サ
ー
ビ
ス

・
カ
ー
ス
ト
は
、
生
れ
に
よ

っ
て
械
れ
た
存
在
と
さ
れ

て
い
た
。
道
で
ゴ
イ
ガ

マ
と
出
会

っ
た
時
に
は
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な

残
す
、
一月
に
か
か

っ
て
い
る
手
拭
い
や
衣
服
を
と
る
こ
と
が
礼
法
と

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
異
カ
ー
ス
ト
間
で
は
、
婚
姻
や
飲
食
に
関
す
る

禁
忌
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ス
ト
の
役
割
は
世
襲
的
な
義
務

で
あ
り
、
ま
た
権
利
で
も
あ

っ
た
。

キ
ャ
ン
デ
イ
王
国
時
代
に
は
、
政
府
は
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
・

カ
ー
ス
ト
の
首
長
を
通
じ
て
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
た
。
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
と
引
換
に
多
く
の
サ
ト
ビ
ス

・
カ

ー
ス
ト
も
土
地
を
保
有
し
、
農
耕
に
従
事
し
て
い
商
ぃ
サ
‐
ビ
ス

・

カ
ー
ス
ト
に
よ
る
奉
仕
は
、
王
や
官
吏
だ
け
で
な
く
ゴ
イ
ガ

マ
の
農

民
に
対
し
て
も
行
な
わ
れ
た
。
と
く
に
洗
濯
人
や
太
鼓
た
た
き
は
、

出
生
、
成
女
式
、
婚
姻
、
葬
儀
な
ど
の
通
過
儀
礼
や
寺
院
の
察
式
に

―-116-―
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か
か
わ

っ
て
い
る
の
で
、
農
民
の
生
活

に
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
き

た
。こ

の
よ
う
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
カ
ー
ス
ト
制
は
、
土
地
制

度
や
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
と
結
び
あ

っ
て
行
政
機
構
を
支

え

て

い

た
。
今
日
認
め
ら
れ
る
カ
ー
ス
ト
や
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
は
、
直
接
的

（
２．
）

に
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
分
業
体
制
に
起
因
し
て
い
る
。

注

（
１
）

た
と
え
ば

、
ェ

電

↓
い
一ヨ
ョ
掌

▼
唱

命
≡

】
甲

馬

岸
―

馬
Ｎ

Ｚ
　
く
と
Ｂ
５
Ｐ

ｏ
●
　
ユ
ｒ
セ　
甲

岸
い
０
１
占
ｏ
ｏ
　

可
　
句
村
ユ
Ｐ
　
ｏ
均

ユ
■
）
ｏ
　
】
ｏ
『
　
　
Ｄ

戸
　
Ｆ
Ｑ
〕命
ゴ
】
ｏ
甲

ｏ
Ｆ

）
〕

∞
や
ｌ
ｏ
や

（
２
）

刃
　
句
一ｑ
伊
〉
甲

】ｃ
ポ

（
３

）
　

自
げ
こ

）
ｏ

い
ｏ
ｐ

　

呂

ヨ
ト
　
弓
ｐ
ヨ

げ
Ｆ
Ｆ
　
ｏ
●
　
命
汗
せ

ｏ
　
岸
ド
ド

（
４

）

刃

　

円

一
骨

４
の
）

甲

ゃ
ｏ
『
―

や
一属

　

■

Ｌ

Ｆ

『

Ｄ
ヨ

ゴ

Ｄ
Ｆ

ｏ
　

Ｓ

Ｐ

（
５
）

Ｚ

く
い
一日
い
Ｐ

Ｏ
ｏ

ュ
市
】
０

】８
１
エ
ド

（
６

）

〓

刃

酔

≡

∽
Ｂ

）

宅

命
許

〉

甲

ら

　

円

刃

Ｆ

思

摯

】

８

命
一
す
）
●
　
】
〇
ト
ー
ー
岸
〇
『

（
７
）

ゲ
デ
ラ
は
ゲ
と
同
義
で
、
核
家
族
や
家
屋
を
意
味
す
る
。
こ
こ

で
は
同
じ
名
前
を
も
つ
核
家
族
の
集
合
体
を
さ
す
。

（
８
）

ｐ
　
刃
く
ゆ
Ｐ

ｏ
ｏ
　
・
君
▼
コ
　
や
ｐ

（
９

）

田

戸

Ｆ
①
居

Ｆ

電

命
≡

▼
ｏ

ま

―

瑠

（
１０
）

デ
ィ
サ
ー
ヴ
ァ
な
ど
上
層
官
僚
の

一
族
。

（
１１
）

〓

く
ｐ
一ヨ
Ｄ
Ｐ

ｏ
ｏ

ユ
”
）
甲

岸烏
―
ド
中

（
‐２
）

〇
　
〇
げ
め】
①
洛
ォ
・【ｐ

ｏ
ｏ
　
命
汗
】
増
　
岸、
―
】ミ

（
‐３

）

〓

　

刃
ｏ
Ｆ

Ｄ
８

Ｐ

ｏ
Ｏ
　

命
腎
ご

０
　

卜
】
―

卜
Ｎ

（
・４

）

■

電

　

弓
ｐ
ヨ

耳

Ｐ
Ｆ

ｏ
ｐ

命
〓
ご

甲

ゃ
ぁ

―

盟

押

キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村

（渋
谷
）

（
・５
）
　
りヽ

刃
ｏ
げ
】つ
のｏ
Ｐ

Ｏ
や
　
命
≡
≡
ｏ
　
ト
ギ
ー
ト
∞

（
‐６
）

７

く
”
】日
営
】
ｏ
ｏ

ュ
”
】
ｖ

ぉ
ｏ
ｌ
】獣

（
・７

）
　

刃
　
句
Ｆ
ユ
Ｐ

ｏ
や

命
汗
ご

●
　
Ｎ
Ｎ
申
―
や
や
中

（
・８
）

た
と
え
ば
今
日
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
教
団
は
、
シ
ャ
ム
、
ア

マ
ラ
プ
ラ
、
ラ
ー
マ
ン
ニ
ャ
の
二
派
に
分
れ
て
い
る
が
、
最
大
の

シ
ャ
ム
派
の
僧
侶
は
ゴ
イ
ガ
マ
、
カ
ー
ス
ト
の
出
身
者
に
限
ら
れ

て
い
る
。

（
・９
）

プ
ル
　
エ
リ
ヤ
村
の
周
辺
で
は
、
ヴ
ァ
リ
ガ
は

一
九
二
〇
年
代

ま
で
裁
判
権
を
も
っ
て
い
て
、
カ
ー
ス
ト
、
婚
姻
、
相
続
な
ど
の

問
題
を
処
理
し
た
。

（
２０
）

刃

コ
母
Ｆ

ｏ
ｐ

ュ
”せ
口

】讐
―
覇
ド

（
２‐
）

以
下
に
参
考
と
し
て
、
ラ
イ
ア
ン
や
ヤ
ル
マ
ン
の
研
究
を
も
と

に
、
今
日
の
シ
ン
ハ
ラ
社
会
で
み
ら
れ
る
カ
ー
ス
ト
と
そ
の
由
来

を
付
記
し
て
お
く
。

①
　
ゴ
イ
ガ
マ

（〇
紀
】堀
呂
じ

・
農
耕
カ
ー
ス
ト

サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
と
し
て
、
最
上
位
の
ラ
ダ
ラ

（上
層
官

僚
、
貴
族
）、　
パ
ッ
テ
ィ

（円
Ｄ
古付じ
・
王
の
牛
飼
い
、　
カ
ト

ゥ
プ
レ

（八
単
・
増
ュ
】じ

・
王
の
書
記
な
ど
を
含
む
。

②
　
カ
ラ
ー
ヴ
ァ

（
パ
営
営
じ
、
漁
師

西
南
部
の
海
岸
地
帯
に
多
く
、
南
イ
ン
ド
か
ら
移
住
し
て

き
た
と
い
わ
れ
る
。

③
　
サ
ラ
ー
ガ
マ

（∽
出
謂
Ｄ
Ｂ
じ
、
肉
桂
製
造
者

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
彼
ら
を
組
織
し
て
肉
桂
貿

易
を
独
占
し
た
。
西
南
部
に
集
中
し
て
い
る
。

〇
　
ド
ゥ
ラ
ー
ヴ
ァ
（∪
日
脚
さ
）
・
ト
デ
ィ
（
ヤ
シ
酒
）製
造
。

西
南
部
に
多
い
。
カ
ラ
ー
ヴ
ァ
、
サ
ラ
ー
ガ
マ
と
同
様

一
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三
十

一
人
世
紀
の
間
に
南
イ
ン
ド
か
ら
移
住
し
て
き
た
カ
ー

ス
ト
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
他
の
カ
ー
ス
ト
に
較
べ
て
新
し

い
。
西
南
部
の
ゴ
イ
ガ
マ
と
と
も
に
こ
の
三
者
は
、
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
際
し
て

一
早
く
商
業
や
輸
送
業
、
コ

ー
ヒ
ー
や
コ
ヨ
ナ
ッ
ト
の
栽
培
に
乗
り
出
し
た
。
ま
た

一
九

世
紀
後
半
以
降
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
運
動
で
指
導
的
役
割

を
果
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
近
代
の
政
治
、
経
済
発
展
に
と
っ
て

大
き
な
存
在
と
な
っ
て
き
た
。

①
　
ナ
ヴ
ァ
ン
ダ
ン
ナ

（Ｚ
留
”
ｐ
毎
い
ｏ
コ
じ

，
鍛
冶
屋

銀
、
銅
、
鉄
製
品
と
農
具
の
製
造
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で

は
大
工
や
木
細
工
人
も
含
ん
だ
。

①
　
ハ
ン
ナ
ー
リ

（
Ｅ
目
Ｊ
出
じ
・
仕
立
て
屋

キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
。

①
　
フ
ヌ

（
Ｅ
目
じ

・
ラ
イ
ム

全
一ヨ
じ

加
工

③
　
ヘ
ー
ナ

（
ェ
ｇ
じ

】
洗
濯
人

イ
ン
ド
で
ド
ー
ビ
ー

（い
ｒ
ｏ
げ
じ

と
呼
ば
れ
て
い
る
カ
ー

ス
ト
。
彼
ら
の
彼
割
は
、
強
れ
た
も
の
（家
屋
や
衣
服
な
ど
）

を
浄
化
し
た
り
、
僧
侶
に
対
し
て
衣
、
婚
姻
儀
礼
で
白
い
布

を
捧
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

③
　
ヴ
ァ
フ
ン
プ
ラ

（メ討
ゴ
宮
Ｂ
ｏ
電
じ

・
砂
糖
製
造

ヤ
シ
（パ
４ｇ
一
穏
】コ
）
か
ら
つ
く
る
。

①
　
ヒ
ン
ナ
ー

（
Ｅ
オｐ
コ
じ

「
サ
ラ
ー
ガ
マ
の
洗
濯
人

西
南
部
に
多
い
。

①
　
バ
ダ
ヘ
ラ

（口
鮭
単
出
じ

・
陶
工

⑫
　
パ
ニ
ッ
キ

（
町
Ｓ
ｐ
一軍
じ
ｔ
床
屋

西
南
部
に
多
い
。

①
　
ヴ

ェ
ッ
リ

・
ド
ウ
ラ
イ

（一く
●
Ｆ
‐は
電
Ｃ
じ
・
菩
提
樹
の
番

人

⑭

　

パ

ン

ナ

】
ド

ゥ

ラ

イ

（
町

目

思

‐
α
電

Ｃ

じ

・
草

刈

人

キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
。

①
　
ベ
ラ
ヴ
ァ
ト

（口
ｏ
Ｓ
く
じ

・
太
鼓
た
た
き

寺
院
の
祭
礼
、
魔
よ
け
の
呪
術
。

①
　
バ
ト
ゥ
ガ
ム

・
ベ
ラ
ブ
ァ
ー

（口
営
∞
い
日

口
ｑ
営
じ

。
大

鼓
た
た
き

キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
。

④
　
コ
ン
タ
ド
ゥ
ラ
イ

（パ
ロ
意
毎
Ｒ
増
じ
・
不
明

キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
。

①
　
バ
ト
ゥ
ガ
ム

（口
単
い
い
３
↓▼

王
の
か
ご
か
き

キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
。

③
　
オ
リ
ー

（
９
じ
・
踊
り
手

魔
よ
け
の
呪
術
の
時
に
踊
る
。

①
　
パ
リ
ー

（将
い
】じ
・
サ
ー
ビ
ス
・
カ
ー
ス
ト
に
対
す

る
洗

濯
人キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
。

④
　
キ
シ
ナ
ラ

（ス
【，
Ｄ
骨
じ

・
敷
物
製
造

キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
、

②

ガ
含
て

ベ
ラ
ヴ
ァ
１

６

単
き

吉

【い
ふ
Ｙ

葬

儀

の

大
鼓
た
た
き
と
死
刑
執
行
人

キ
ャ
ン
デ
ィ
地
方
で
み
ら
れ
る
。

①
　
ロ
デ
ィ
ー

（刃
登
じ
・
乞
食
で

ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
唯

一
の

ア

ウ

ト

・
カ

ー

ス

ト

非
常
に
少
数
で
北
部
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
集
中
し
て
い
る
。
か
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つ
て
は
収
穫
時
に
物
乞
い
を
行
い
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
へ
の

立
入
り
は
、
バ
ト
ゥ
ガ
ム
と
と
も
に
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

お
わ
り

に

以
上
の
よ
う
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村
の
社
会
経
済
構
造

に
つ
い
て
、
土
地
制
度
、
親
族
組
織
お
よ
び
カ
ー
ス
ト
制
と
の
関
連

で
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
土
地
保
有
権
と
カ

ー
ス
ト
成
員
権
、
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
カ
ー
ス
ト
ま
た
は
サ
ブ

・
カ
ト
ス
ト
は
最
大
の
親
族
集

団
で
あ
る
か
ら
、
単

一
の
カ
ー
ス
ト
ま
た
は
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
か
ら

な
る
村
で
は
、
村
人
同
士
は
親
族
の
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
村
落
成
員
権
が
、
右
の
三
者
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
に
は
、
土
地
に
対
す
る
権
利
と
義
務
の
関

係
を
軸
に
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
組
織
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
国
内
の
商
業
が
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
状
態
で
は
、
権
力

者
に
と

っ
て
生
産
物
の
徴
収
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
の
徴
収
の
方
が
大
き

な
意
味
を
も
つ
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
カ
ー
ス
ト
ご
と
に
、
そ
し

て
村
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
徴
税
権
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の

ガ

マ
ラ
ー
ラ
を
介
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ガ

マ
ラ
ー
ラ
は
、
村
人
か
ら
税
を
徴
収
し
村
人
を
徴
税
権
者
の
直
営
地

の
耕
作
そ
の
他
の
賦
役
に
動
員
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
自
分
の

キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
農
村

（渋
谷
）

保
有
地
を
村
人
に
耕
作
さ
せ
る
権
利
を
得
た
。
村
人
は
こ
れ
ら
の
義

務
を
果
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
土
地
保
有
権
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
サ
ー
ビ
ス

・
カ
ー
ス
ト
の
場
合
は
、
ゴ
イ
ガ

マ
・
カ
ー
ス
ト
に

対
す
る
儀
礼
的
サ
ー
ビ
ス
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
体
制
は
、
貨
幣
を
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
な

い
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
サ
ー
ビ
ス

カ
ー
ス
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
報
酬
は
穀
物
や
布
な
ど
が
あ

て
ら
れ
、
村
人
の
間
で
は
互
恵
的
労
働
交
換
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
官
吏
の
報
酬
は
、
村
人
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス

（直
営
地
の
耕
作
も

含
む
）
の
徴
収
権
で
あ

っ
た
。

親
族
組
織
を
基
礎
に
し
た
カ
ー
ス
ト
制
は
、
土
地
制
度
と
結
合
し

て

一
種
の
共
存
の
原
理
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ス
ト
の
世
襲
的
な
役
割
は
カ
ー
ス
ト
間

で
は
相
互
不
可
侵
で
あ
り
、
あ
る
カ
ー
ス
ト
の
耕
作
地
を
他
の
カ
ー

ス
ト
が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

（
と
く
に
下
位

カ
ー
ス
ト
の
耕
地
を
上
位
カ
ー
ス
ト
が
耕
作
す
る
こ
と
は
、
核
れ
が

生
じ
る
と
し
て
避
け
ら
れ
た
）
。

し
か
し
な
が
ら
カ
ー
ス
ト
ま
た
は
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
間

の
関

係

は
、
対
等
の
関
係
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
も
す
で
に
明
ら
か

で
あ
る
。
カ
ー
ス
ト
制
は
、
親
族
組
織
を
基
礎
に
し
て
土
地
保
有
権

や
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
人
々
は
こ

れ
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
村
で
は
、
ガ

マ
ラ
ー
ラ



史
　
　
苑

（第
二
十
七
巻
第
二
号
》

が
他
の
村
人
と
親
族
の
絆
で
結
ば
れ
同

一
の
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
の
権
限
と
村
人
に
対
す
る
統
率
力
が
強

め

ら

れ

た
。
浄

・
不
浄
の
観
念
に
よ
っ
て
行
為
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
た
カ
ー

ス
ト
制
の
中
に
あ

っ
て
、
村
落
で
は
人
々
は
さ
ら
に
、
親
族
の
絆
と

共
同
体
の
論
理
に
よ

っ
て
緊
縛
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
見
落
し
て
は
な

ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
構
造
を
も

っ
た
農
村
に
大
き
な
変
化
を
与

え
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
統
治
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発

展
で
あ

っ
た
。
植
民
地
政
府
は
、
王
制
、
ラ
ー
ジ
ャ
カ
ー
リ
ヤ
を
廃

止
し
た
。
湿
潤
地
帯
に
お
け
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
伴
う

貨
幣
経
済
の
浸
透
は
、
農
民
の
階
層
分
化
を
促
し
、
地
主
、
小
作
関

係
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
農
民
の
間
で
も
、
畑
地
や

焼
畑
で
コ
ョ
椰
子
、　
コ
ー
ヒ
ー
、
野
菜
な
ど
を
商
品
作
物
と
し
て
栽

培
す
る
者
が
急
速
に
増
加
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
変
化
に
よ

っ
て
、
旧
来
の
慣
習
が

一
掃

さ
れ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ガ

マ
ラ
ー
ラ
は
、
か
つ
て
の
役

割
や
特
権
を
失

っ
た
と
は
い
え
、
水
管
理
人
、
村
会
議
員
、
徴
税
官

吏
と
し
て
村
内
で
権
力
を
ふ
る
い
続
け
て
い
る
。
ま
た
今
日
で
も
村

落
成
員
権
と
保
有
権
の

一
体
性
、
カ
ー
ス
ト
、
サ
ブ

・
カ
ー
ス
ト
内

婚
制
、
寺
領
地
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
伴
う
土
地
保
有
、
タ
ッ
ト
ゥ

マ
ー
ル
制
な
ど
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
王
国
時
代
の
慣
習
を
多
く
残
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
私
的
所
有
と
個
人
の
論
理
に
も
と
づ
く
近
代
の
社

会
経
済
シ
ス
テ
ム
と
は
非
常
に
異
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
近

代
と
非
近
代
の
並
存
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
の

不
整
合
状
態
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
不
整
合
状
態
こ
そ
、
農

村
問
題
を
複
雑
か
つ
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
主
因
で
あ
る
。
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